
第2期新潟市子ども・子育て支援事業計画策定

量の見込み（案）算出の考え方

新潟市事業名 12

事業概要

対象年齢

国

新潟市

現計画と第2期計画で算
出方法を変更する場合
の考え方

H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

0 0 0 0 0

12,978 13,120 13,190 13,326 13,438

確保の方策（実績） 222 231 244 251 261 271 全園で実施 全園で実施 全園で実施 全園で実施 全園で実施

過不足/伸び率
など

0.017 0.042 0.031 0.005 0.336 0.021 0.002 0.011 0.005 0.010 0.008

※現計画から変更ある箇所に下線を付しています。

H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

0 0 0 0 0
1,216 1,229 1,236 1,248 1,259

確保の方策（実績） 23 24 24 24 25 25 全園で実施 全園で実施 全園で実施 全園で実施 全園で実施

0 0 0 0 0
2,491 2,518 2,532 2,558 2,579

確保の方策（実績） 37 37 40 42 44 46 全園で実施 全園で実施 全園で実施 全園で実施 全園で実施

0 0 0 0 0
2,715 2,745 2,759 2,788 2,811

確保の方策（実績） 43 47 52 54 57 61 全園で実施 全園で実施 全園で実施 全園で実施 全園で実施

0 0 0 0 0
1,312 1,326 1,333 1,347 1,358

確保の方策（実績） 26 27 29 30 31 31 全園で実施 全園で実施 全園で実施 全園で実施 全園で実施

0 0 0 0 0
906 916 921 930 938

確保の方策（実績） 18 18 19 19 19 20 全園で実施 全園で実施 全園で実施 全園で実施 全園で実施

0 0 0 0 0
927 938 943 952 960

確保の方策（実績） 16 16 16 16 16 16 全園で実施 全園で実施 全園で実施 全園で実施 全園で実施

0 0 0 0 0
2,694 2,724 2,738 2,767 2,790

確保の方策（実績） 40 43 45 47 50 52 全園で実施 全園で実施 全園で実施 全園で実施 全園で実施

0 0 0 0 0
717 724 728 736 743

確保の方策（実績） 19 19 19 19 19 20 全園で実施 全園で実施 全園で実施 全園で実施 全園で実施確保の方策
西蒲区

量の見込み 520 581

926

秋葉区
量の見込み 756 1,035

646 701 716

確保の方策
量の見込み（国）
量の見込み（市案）
確保の方策

量の見込み（国）
量の見込み（市案）

西区
量の見込み

その他
（注意事項・特記事項等）

R1の実績は未集計のため、H30の園児数（2号、3号）の実績値とＲ１の推計値の
伸び率をH30の利用者数（実績）に乗じて算出。

北区
量の見込み 859 821 845 1,189 1,214

現状・課題 多様化する就業体系における保育ニーズに対応するため、全ての園で延長保育事業を実施している。

量の見込み(国）

量の見込み(市案）

確保の方策

R2～R6
取り組み・確保の方策の方向性

引き続き、全ての園で延長保育事業を実施する。

量の見込み（案）
全市

量の見込み
（実績）

8,802 9,171

担当課 保育課

現計画（H27～R1） 第2期計画（R2～R6）　（案）

地域子ども・子育て支援事業 時間外保育事業

量の見込み（国）
量の見込み（市案）
確保の方策

時間外保育事業 (進捗管理調書事業通番）

１１時間の開所時間を超える保育需要へ対応するため、１１時間の開所時間前後の時間においてさらに３０分以上の延長保育を実施す
る。

量
の
見
込

（
案

）
の
算
出
の
考
え
方

0～5歳児

算
出
方
法

●国の「手引き」に基づき算出。
→H29中間見直し
○H26～H28の実績平均伸び率 × 前年度実績 の値で見直し

R2年以降は、園児見込み数（2、3号）の伸び率で算出。

単位（指標） 量の見込み：人、確保の方策：園

9,457 9,501 12,692 12,956

東区
量の見込み 1,626 1,634 1,785 2,436 2,487

確保の方策

中央区
量の見込み 1,938 1,915 2,001 2,655 2,710

江南区
量の見込み 935

1,962 1,881 1,843 2,635 2,690

南区
量の見込み 575 571 626 907

●「基本指針」の参酌標準
利用希望把握調査等により把握した、小学校就学前子どもの保育に係る希望利用時間帯を勘案して、計画期間内における適切と考えられる目標事業
量を設定すること。
●量の見込み算出の「手引き」
「量の見込み（人）」＝「家庭類型別児童数（人）」×「利用意向率（割合）」
※「家族類型別児童数（人）」＝「推計児童数（人）」×「潜在家庭類型（割合）」
※【対象】潜在家庭類型：A・B・C・E，年齢：０～５歳
※【利用意向率】　「平日定期的に利用した教育・保育の事業」に回答したもののうち、認可保育所から居宅訪問型保育のいずれかを選択し、かつ、利用希望時間で「18時

以降」と記入してある場合の割合（但し、無回答を除いて割り戻す）

→H29中間見直し
●保育所等の整備量の拡大に応じ、見直しを行う。

量の見込み（国）
量の見込み（市案）
確保の方策

量の見込み（国）
量の見込み（市案）

1,019 1,194 1,283 1,310

561 886 904

量の見込み（国）
量の見込み（市案）
確保の方策

量の見込み（国）
量の見込み（市案）
確保の方策

量の見込み（国）
量の見込み（市案）

過不足/伸び率
など
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